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論文内容の要旨
最近の新規医薬品開発には膨大な時間，資金，労力が必要とされる。そ乙で従来の薬をより効率よく，


















その結果， ( 1) 経皮吸収促進剤は有機概念図上に於てエタノール，ジメチルスルホキシドなどの溶媒








(3) 促進剤の効果には飽和現象が観察された。促進剤の作用をLineweaver-Burk plot を用いて
解析すると，促進剤 1 1 ~C::含まれる促進剤は，傾きは異なるがほぼ同様のy 切片を示したところから，効
果の強さには差があるものの，最終的には同程度に皮膚のバリア一能を引下げると考えられる。









経皮吸収促進剤を有機概念図上において、溶媒型促進剤 I と，長い炭素鎖をもっ促進剤 E とに分類できる
ことを明らかにし， 1 と E を組合わせる乙とにより相乗効果が得られる乙とが判明した。この結果をもと
に新らしい促進剤をランダムスクリーニングを行なうことなしにデザインする乙とが可能となり，促進剤
の開発に新らしい知見を加えた。また，これらの促進剤の作用機構について検討し，促進剤 Eが促進剤 I
の皮膚中濃度を上昇させ，上昇した促進剤 I が薬物の分配定数を変化させる乙とにより薬物の皮膚透過性
を上昇させる乙とを明らかにした。乙れらの研究成果は薬物の経皮吸収に際しての促進剤開発に重要な知
見を得たものとして，学位授与に値するものと判定した。
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